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建設  木くずチップ処分  産業廃棄物・一般廃棄物

◎産業廃棄物処分業 
　長野県知事許可2006127108
◎一般廃棄物処分業
　坂城町指令28－227号

木くずチップ工場へのお問い合わせ

長野県埴科郡坂城町大字網掛1372-12
※日曜・祝日休み 8：30～17：00営業

TEL：0268－71－0552
090－3333－0560

★片付けから解体工事まで
★立木伐採
★マニフェスト発行ＯＫ！

ローソン坂城村上店様より上田方面車で１分

HP：https://tanaka-kaihatsu.jp/company/

さかきテクノセンター「ものづくり大賞NAGANO」で特別賞！
　長野県のものづくりを情報発信の視点で応援することを目的
に、地域に根ざした製造業を顕彰する「ものづくり大賞 NAGANO

（ものづくり NAGANO 応援懇話会事務局 主催）」において、（公財）
さかきテクノセンターが、特別賞を受賞しました。
　今回の受賞は、さかきテクノセンターが設立以来続けてきた、町
内企業の技術力向上、人材育成、産学官連携の推進、さかきモノづく
り展の開催などの様々な企業支援の取組みが評価されたものです。
　表彰式に出席した、同センター依田穂積理事長は「センター設
立から 30 周年という節目に、私どもの長年の活動を評価いただ
き受賞できたことは、大変喜ばしく思います。今回の受賞は、ご支
援を賜りました関係の皆様、そして共に歩んできた坂城町と町内
企業の皆様あってのものと深く感謝申し上げます。」と受賞の思
いをお話していました。

▲（左から）さかきテクノセンター 清水事務
　局長、山村町長、さかきテクノセンター 
　依田理事長、さかきテクノセンター 工藤
　センター長

令和６年度  坂城町戦没者追悼式
　11 月７日（木）、文化センターで、先の大戦において犠牲となった
多くの町内の方々を偲び、ご冥福をお祈りする令和６年度坂城町戦
没者追悼式が執り行われ、ご遺族など約 40 名が参列しました。
　戦争を体験された世代が少なくなるなか、今を生きる私たちが
当たり前のように平和と繁栄を享受できるのは、先人の大きな犠
牲のうえにあることを肝に銘じ、戦争による苦しみや悲しみを後
世に語り継いでいくことが大切です。しかしながら、世界では紛
争が絶えません。
　町は、昭和 60 年９月 27 日に非核平和の町宣言をしました。町
としても、不戦と平和への誓いを新たにし、町民の皆さんとともに安心して暮らせる坂城町を目指していきます。

町消防団第５分団　小型動力ポンプを更新
　町では、市町村振興宝くじ（サマージャンボ）の収益金を
財源とした、（公財）長野県市町村振興協会の地域活動助成
事業を活用して、町消防団第５分団（四ツ屋・御所沢・田町・
戌久保地区）の小型動力ポンプを更新しました。
　引き続き、地域防災力の向上と地域の安心・安全のため、
予防消防をはじめとする消防団活動を実施していきます。

国際ソロプチミスト千曲様からご寄附いただきました
　11 月 22 日（金）に国際ソロプチミスト千曲の皆さんが来庁さ
れ、中村ふさ子会長から山村町長と塚田教育長に町内小中学校の
図書振興のためのご寄附をいただきました。
　教育長は「町内小中学校では、児童生徒がひとり１台のデジタ
ル端末を使ったデジタル学習を進めているが、そうした中で専門
用語や話題など、難しい内容が出てきた時には、年齢に合った本
で調べて理解を深めている。「デジタル」と「アナログ」を併用し
て子どもたちが新しい知識を探求していくうえで、毎年いただく
ご寄附はありがたい」と感謝の言葉を伝えました。
　ご寄附いただきありがとうございます。大切に使わせていただきます。

「女と男ふれあいさかき 2024」が開催されました
　男女共同参画社会の実現のための啓発・推進を目的に、坂城町
女性団体連絡会と坂城男女共同みんなの会が実行委員となり、
11 月９日（土）、文化センターで「女と男ふれあいさかき 2024　
～男女共同参画で高める地域防災力～」が開催され、記念講演と
して、（特非）日本防災士会長野県支部 支部長 大久保隆志さんを
講師にお迎えし、「能登半島地震から考える、私たちにできるこ
と・・・～避難所の課題と多様性＆まちづくりへ向けて～」と題し
て講演いただきました。
　大久保さんをはじめ、長野県支部の皆さんは、発災直後から被
災地に入り支援活動をしており、報道だけでは知ることがなかっ

た凄まじい状況についてやそのような中でも被災者の皆さんが協力しあって助け合っていたことを写真ととも
に紹介しました。そして、活動を通して、避難所はさまざまな方々が避難してくる場所であることから多様性が
求められると感じ、支援する側も「男女」という性別だけでなく、「高齢者」や「障がい者」、「子育て世代」などのさ
まざまな視点を持つ方々の力が必要であると実感したことなどをお話していました。
　参加者は熱心に聞き入っており、「もっと多くの人に知ってもらい、万が一に備えられるようになればよいと
思う」と感想を話していた方もいました。
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◎産業廃棄物処分業 
　長野県知事許可2006127108
◎一般廃棄物処分業
　坂城町指令28－227号

木くずチップ工場へのお問い合わせ

長野県埴科郡坂城町大字網掛1372-12
※日曜・祝日休み 8：30～17：00営業

TEL：0268－71－0552
090－3333－0560

★片付けから解体工事まで
★立木伐採
★マニフェスト発行ＯＫ！

ローソン坂城村上店様より上田方面車で１分

HP：https://tanaka-kaihatsu.jp/company/

さかきテクノセンター「ものづくり大賞NAGANO」で特別賞！
　長野県のものづくりを情報発信の視点で応援することを目的
に、地域に根ざした製造業を顕彰する「ものづくり大賞 NAGANO

（ものづくり NAGANO 応援懇話会事務局 主催）」において、（公財）
さかきテクノセンターが、特別賞を受賞しました。
　今回の受賞は、さかきテクノセンターが設立以来続けてきた、町
内企業の技術力向上、人材育成、産学官連携の推進、さかきモノづく
り展の開催などの様々な企業支援の取組みが評価されたものです。
　表彰式に出席した、同センター依田穂積理事長は「センター設
立から 30 周年という節目に、私どもの長年の活動を評価いただ
き受賞できたことは、大変喜ばしく思います。今回の受賞は、ご支
援を賜りました関係の皆様、そして共に歩んできた坂城町と町内
企業の皆様あってのものと深く感謝申し上げます。」と受賞の思
いをお話していました。

▲（左から）さかきテクノセンター 清水事務
　局長、山村町長、さかきテクノセンター 
　依田理事長、さかきテクノセンター 工藤
　センター長

令和６年度  坂城町戦没者追悼式
　11 月７日（木）、文化センターで、先の大戦において犠牲となった
多くの町内の方々を偲び、ご冥福をお祈りする令和６年度坂城町戦
没者追悼式が執り行われ、ご遺族など約 40 名が参列しました。
　戦争を体験された世代が少なくなるなか、今を生きる私たちが
当たり前のように平和と繁栄を享受できるのは、先人の大きな犠
牲のうえにあることを肝に銘じ、戦争による苦しみや悲しみを後
世に語り継いでいくことが大切です。しかしながら、世界では紛
争が絶えません。
　町は、昭和 60 年９月 27 日に非核平和の町宣言をしました。町
としても、不戦と平和への誓いを新たにし、町民の皆さんとともに安心して暮らせる坂城町を目指していきます。

町消防団第５分団　小型動力ポンプを更新
　町では、市町村振興宝くじ（サマージャンボ）の収益金を
財源とした、（公財）長野県市町村振興協会の地域活動助成
事業を活用して、町消防団第５分団（四ツ屋・御所沢・田町・
戌久保地区）の小型動力ポンプを更新しました。
　引き続き、地域防災力の向上と地域の安心・安全のため、
予防消防をはじめとする消防団活動を実施していきます。

国際ソロプチミスト千曲様からご寄附いただきました
　11 月 22 日（金）に国際ソロプチミスト千曲の皆さんが来庁さ
れ、中村ふさ子会長から山村町長と塚田教育長に町内小中学校の
図書振興のためのご寄附をいただきました。
　教育長は「町内小中学校では、児童生徒がひとり１台のデジタ
ル端末を使ったデジタル学習を進めているが、そうした中で専門
用語や話題など、難しい内容が出てきた時には、年齢に合った本
で調べて理解を深めている。「デジタル」と「アナログ」を併用し
て子どもたちが新しい知識を探求していくうえで、毎年いただく
ご寄附はありがたい」と感謝の言葉を伝えました。
　ご寄附いただきありがとうございます。大切に使わせていただきます。

「女と男ふれあいさかき 2024」が開催されました
　男女共同参画社会の実現のための啓発・推進を目的に、坂城町
女性団体連絡会と坂城男女共同みんなの会が実行委員となり、
11 月９日（土）、文化センターで「女と男ふれあいさかき 2024　
～男女共同参画で高める地域防災力～」が開催され、記念講演と
して、（特非）日本防災士会長野県支部 支部長 大久保隆志さんを
講師にお迎えし、「能登半島地震から考える、私たちにできるこ
と・・・～避難所の課題と多様性＆まちづくりへ向けて～」と題し
て講演いただきました。
　大久保さんをはじめ、長野県支部の皆さんは、発災直後から被
災地に入り支援活動をしており、報道だけでは知ることがなかっ

た凄まじい状況についてやそのような中でも被災者の皆さんが協力しあって助け合っていたことを写真ととも
に紹介しました。そして、活動を通して、避難所はさまざまな方々が避難してくる場所であることから多様性が
求められると感じ、支援する側も「男女」という性別だけでなく、「高齢者」や「障がい者」、「子育て世代」などのさ
まざまな視点を持つ方々の力が必要であると実感したことなどをお話していました。
　参加者は熱心に聞き入っており、「もっと多くの人に知ってもらい、万が一に備えられるようになればよいと
思う」と感想を話していた方もいました。
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